
     

 

 

  

 

 

        

 

  

 

   
 

11 月 29 日 球技大会 

 

２
学
期
、
生
徒
た
ち
は
、
体
育
大
会
、
文
化
祭
と
大
き
な
行
事
に
、
み
ご
と

に
全
力
で
取
り
組
み
、
共
に
活
動
し
た
仲
間
と
、
更
に
絆
を
深
め
、
達
成
感
や
、

成
就
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
学
習
面
で
も
、
ど
の
授
業
に
も
落
ち
着
い
て
取
り 

 
 

  

 

芳井中 

学校だより 

令和元年 
12月13日発行 
文責 東 恵子 

開
催
し
ま
し
た
。
11
月
の
芳
井
中
人
権
月
間
に
お
け
る
、

朝
読
、
道
徳
、
学
活
、
総
合
の
時
間
な
ど
で
の
様
々
な
学
び

を
全
体
で
共
有
し
、
更
に
人
権
に
対
す
る
意
識
を
高
め
合

い
ま
し
た
。 

 

 

11 月 14 日  

3 年生薬物乱用防止教室 

ペルシャワール会 中村哲医師に聞く。共に生きるための憲法と人道支援 より 

人
権
集
会 

12 月 8 日 井原市駅伝競走大会 

中学校の部 男子準優勝 

12 月号 

ガニ大統領が讃えた「最も勇敢な男」 組
み
、学
習
が
深
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

年
末
年
始
の
お
休
み
が

や
っ
て
来
ま
す
。
ご
家
族

で
、ゆ
っ
く
り
顔
を
見
な
が

ら
、会
話
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
よ
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

世
界
で
一
つ 

そ
の
個
性 

そ
れ
が
自
分
の
い
い
と
こ
ろ 

 
 

 
 

1 

年 

A 

組 

２ 

年 

A 

組 

３ 

年 

A 

組 

クラスの思いを伝える 

 

クラス人権標語 

校内外での教育活動 

学
び
を
自
分
の
言
葉
で
発
表 

 

 

12
月
12
日
（
木
）
人
権
擁
護

委
員
の
方
々
を
お
招
き
し
、 

各
ク
ラ
ス
は
人
権
標
語

に
つ
い
て
の
思
い
を
発
表

し
ま
し
た
。
３
年
生
は
代
表

者
が
原
稿
を
覚
え
て
発
表

し
、
ま
た
、
全
員
の
声
で
伝

え
る
場
面
も
あ
り
、
大
変
立

派
で
し
た
。 

各
学
年
の
代
表
に
よ
る

作
文
は
、
人
権
尊
重
の
意
識

の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
、
人

の
痛
み
を
自
分
事
と
し
て

捉
え
、
深
く
考
え
た
発
表
に

感
動
し
ま
し
た
。 

 

――少量の高価な薬での治療よりも、井戸や水路を作る理由は―― 

現地は感染症で亡くなるケースが非常に多く、その背後に栄養失調によ

る抵抗力の低下があります。殆どが自給自足の農民ですから、水がないと

いうことは食べ物が作れず、飢餓を意味します。きれいな飲み水と農業用

水を確保することで、かなりの人を助けることができます。 

――水路はコンクリートではなく江戸時代の伝統的工法を採用したこと

については―― 

コンクリートが決して悪いわけではありません。しかし後の水路の管理

を考え、アフガニスタンの事情にあったアプローチをしなければ、助けに

なりません。「国際支援」一般に足りないものは、この現地から見る視点で

す。 

向こう側に立って見る 

戦乱と干ばつによる混乱が続くアフガニス

タンで、35 年にわたり人道支援に取り組んで

きた「ペルシャワール会」現地代表の医師中村

哲さんが、12 月 4 日凶弾に倒れました。 

多くの人々がその偉業を讃えると同時に悲

しみに包まれています。 

R
e
s
p

e
c
t 

O
th

e
rs

 
 

～
だ
か
ら
私
達
は
認
め
合
う
～ 

「
こ
っ
ち
に
お
い
で
」 

同
じ
人
間
と
し
て 

一
人
一
人
の
存
在
を
認
め
、
幸
せ
に 

http://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2014/10/bed5d4b0c9640308edfd2b8a1e450d39.png

